
説
明
の
し
か
た
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

天
気
を
予
想
す
る 

 
 

 
 

 

武
田 

康
男 

 

こ
の
文
章
は
、
三
つ
の
根
拠
を
問
い
と
答
え
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
結
論
を
最
後
に
述
べ
て
い
る
尾
括
型
の
文
章
で
あ
る
。 

こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
資
料
の
引
用
し
て
い
る
部
分
の
文
章
と
、
接
続
語
を
活
用
し
て
事
例
を
出
し
て
い
る
と
い
う

部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
各
段
落
の
要
点
は
、
段
落
の
一
文
目
に
書
か
れ
、
そ
の
後
の
文
章
は
、
要
点
を
具
体
的
に
説
明
す
る

文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。 

結
論
段
落
で
は
、
事
実
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
「し
か
し
」と
い
う
接
続
語
を
使
って
、
筆
者
の
考
え
を
強
調
し
て
い
る
。 

                                                     

段
落 

事
実
・意
見 

問
い
・答
え 

接
続
語 

着
目
し
た
文
章
等 

具
体
と
抽
象
の
関
係
等 

行 

１ 
        

２ 
  

３ 

結
論
の
根
拠
① 

（具
体
） 

 

事 事 事 
  

問 意
見 

 

答
① 

  

答
② 

話
題
提
示 

「上
の
表
は
、
・・・。
」
（
→
資
料
の
説
明
） 

「
こ
れ
を
見
る
と
、
・
・
・
が
分
か
り
ま
す
。
」
（
→
資
料
を
見
て

分
か
る
こ
と
） 

※
資
料
（
表
）
を
引
用
し
た
事
実
の
文 

「ど
う
し
て
・・・で
し
ょ
う
か
。
」 

「そ
れ
は
、
・・・二
つ
の
理
由
に
・・・よ
い
で
し
ょ
う
。
」 

 

「一
つ
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
で
す
。
」 

  

「も
う
一
つ
の
理
由
は
、
国
際
的
な
協
力
の
実
現
で
す
。
」 

 

① ② ③ 
  

④ ⑤ 
 

① 
  

① 

４ 
   

５ 
   

６ 
 

結
論
の
根
拠
② 

（具
体
） 

 

問 答 
 

答
の
理
由
① 

事 事 
 

答
の
理
由
② 

「で
は
、
さ
ら
に
・・・で
し
ょ
う
か
。
」 

「そ
れ
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
と
・・・考
え
で
す
。
」 

 

「・・・一
つ
に
、
突
発
的
な
天
気
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
」 

「下
の
グ
ラ
フ
は
、
・・・表
し
た
も
の
で
す
。
」 

「・・・分
か
り
ま
す
。
」 

 

「ま
た
、
局
地
的
な
天
気
の
変
化
も
・・・も
の
で
す
。
」 

① ② 
 

① ② ③ 
 

① 

７ 
  

８ 
 

９ 

結
論
の
根
拠
③ 

（具
体
） 

 

問 
 

答
① 

  

答
② 

「そ
れ
で
は
、
・・・手
だ
て
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」 

 

「
一
つ
の
手
だ
て
は
、
実
際
に
自
分
で
空
を
見
た
り
、
風
を
感

じ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
」 

 

「天
気
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
も
有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
」 

 

① 
 

① 
  

① 

０１ 

結
論
（抽
象
） 

 

事 意
（判
断
） 

意
（断
定
・ 

強
調
） 

意
（提
案
） 

「科
学
技
術
の
・・・し
て
い
ま
す
。
」 

「そ
れ
に
よ
って
、
わ
た
し
た
ち
の
・・・便
利
に
な
って
い
ま
す
。
」 

「し
か
し
、
・・・一
人
一
人
な
の
で
す
。
」 

 

「そ
の
こ
と
を
わ
す
れ
ず
、
・
・・大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
」 
 

① ② ③ ④ 



表
や
グ
ラ
フ
を
引
用
し
て
書
こ
う 

 
 

 
 

 
 

   

こ
の
文
章
は
、
「
天
気
を
予
想
す
る
」
と
同
じ
く
、
資
料
を
引
用
し
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
結
論
を
書
い
て
い
る
双
括
型
の

文
章
で
あ
る
。 

 

こ
の
文
章
に
お
い
て
も
、
資
料
の
引
用
の
仕
方
、
結
論
の
事
実
と
意
見
の
書
き
方
が
「
天
気
を
予
想
す
る
」
と
同
じ
で
あ
り
、

両
教
材
を
比
べ
て
読
む
こ
と
で
、
説
得
力
の
あ
る
結
論
の
書
き
方
や
、
資
料
の
引
用
す
る
と
き
の
文
章
の
書
き
方
を
児
童
は

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

１ 

結
論
①
（抽
象
） 

意
（推
測
） 

意
（判
断
） 

意
（断
定
） 

 

①
の
意
見
に
対
す
る
理
由
。 

道
か
な
根
拠
（事
例
）。 

① ② ③ 

段
落 

事
実
・意
見 

問
い
・
答
え 

接
続
語 

着
目
し
た
文
章
等 

具
体
と
抽
象
の
関
係
等 

行 

２ 

結
論
の
根
拠 

事 事 事 意 事 意
（判
断
） 

意
（推
測
） 

「下
の
グ
ラ
フ
は
、
・・
・示
し
た
も
の
で
す
。
」 

「上
の
折
れ
線
は
、
…
表
し
て
い
ま
す
。
」 

「こ
れ
を
見
る
と
、
・・・が
分
か
り
ま
す
。
」 

 

「・・・が
分
か
り
ま
す
。
」 

「・・・と
い
う
こ
と
は
、
・・・だ
と
思
い
ま
す
。
」 

「・・・（に
な
る
）で
し
ょ
う
。
」 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
 

３ 

結
論
②
（抽
象
） 

要
旨 

事 意
（判
断
） 

意
（断
定
） 

 

「・・・は
、
・・・と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
」 

「・・・と
い
え
ま
す
。
」 

① ② ③ 


